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パソコンで ご覧になる場合は ⇒⇒⇒ 「周南市コミュニティ推進連絡協議会」ホームページ 

（http://gokan-furusato.org/community/community.html） 

 

昨年も地域の皆さまには本当にお世話になりました。 

本年も引き続き、公民館活動にご理解とご協力をお願いいたします。 

 

大島公民館：小倉慈（館長）、川島弘子、弘中健太郎  

粭島公民館：高松順輔（館長）、高松由里子         

（平成２４年１月１日・粭島公民館前の海岸から撮影。） 

 



平成２４年１月１５日      【公民館だより こ な ん】          第 ３３ 号 

１／２８（土）１／２８（土）１／２８（土）１／２８（土）                やまびこ号（移動図書館）やまびこ号（移動図書館）やまびこ号（移動図書館）やまびこ号（移動図書館）    10：00～粭島小/10：40～大島小 

２／１１（土・祝）２／１１（土・祝）２／１１（土・祝）２／１１（土・祝）    建国記念の日ふれあい大会（鼓南中）建国記念の日ふれあい大会（鼓南中）建国記念の日ふれあい大会（鼓南中）建国記念の日ふれあい大会（鼓南中）※後日チラシ配布予定 

２／１６（木）２／１６（木）２／１６（木）２／１６（木）                市県民税の申告相談市県民税の申告相談市県民税の申告相談市県民税の申告相談 

※9:00～11:00 粭島公民館／13:30～15:30 大島公民館 

※詳しくは、1/15 号の市広報でご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆地域にお知らせしたい情報がありましたら、お気軽に公民館までお寄せください。 

～鼓南の人口～ 

男 性    ５４３人 

女 性    ６２１人 

合 計  １，１６４人 

（H23／1２／3１現在） 

◄12/14、粭島

公民館で開催

しました。 

 

○昨年末に、両公民館で大掃除を行い 

ました。公民館講座生、各種団体、地域の皆さまの

ご協力をいただき、一年間の汚れを落とすことが 

できました。ありがとうございました。 

○１月４日付の山口新聞の「わがまちの公民館」コー

ナーで粭島公民館が紹介されました。『ホーランエ

ー教室』を主体とした記事でした。詳しい内容は、 

公民館に直接お問い合わせください。 

○今月に入り、周南地域のインフルエンザ患者報告

数は警報レベル（流行が発生・継続しつつある  

状態）になりました。お気を付けください。 

 

 

 
 

 

１月５日、キリンビバレッジ周南総合スポーツセンタ

ーで「消防出初式」があり、鼓南地区からは消防団（中

央第１３分団）、婦人防火クラブ（大島・粭）、少年消防

クラブ（大島・粭島）、日本精蝋消防隊が参加しました。

分列行進では堂々とした 

姿を披露していました。 

日頃の防災活動に 

感謝いたします。また、

引き続きの活動をよろ

しくお願いいたします。 

    
祝祝祝祝     

写真上：式典 

写真下：分列行進
（少年消防クラブ） 

 

 

 

 

今回は、北村歳雄さん（東中浦）に、戦時中のお話

をうかがいました。 

太華山から連なっている水谷山（大原～本庄浦  

あたりの後ろにそびえる山）には、当時、５０人程度の

海軍兵士がいて、山の上には砲台・弾薬庫・兵舎など

があったそうです。太華山への登山道沿いにそれらが

あったとのことで、どの辺りに何があったか、北村さんは

今でも分かるそうです。 

また、海岸には訓練用の『回天』がいつも浮かんで

いたそうです。実際に出撃するものではなかったようで

すが、外見は本物と同じ様な物だったそうです。 

そして、その訓練用『回天』を、山から運ぶための隧

道（ずいどう／トンネル）が１０本程度あり、今でもコンク

リートで固めた一部が残っていると言うことだったので、 

実際に見てきました（写真）。竹やぶの中を分け入った

所に、しっかりとした形で残っていて驚きました。 

戦後６０年が経過し、戦争は遠い昔の出来事の様に

思われますが、このようなお話をうかがうと、身近な  

出来事として感じられます。 

 

►竹やぶの中にあり、 

トンネル自体も古く

危険なため、場所は

お教えできません。 

 

 

 
 

 


